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Ⅰ．問題と目的
平成19年 4月から「学校教育法の一部改正」に
より新しい法律のもと，特別支援教育が施行された。
これにより小中学校の通常学級においても発達障害
のような障害のある児童生徒が在籍しており，それ
らの児童生徒に対して適切な教育をおこなうことの
必要性が法的に位置づけられた。平成24年の文部
科学省の「通常の学級に在籍する発達障害の可能性
のある特別的支援を必要とする児童生徒に関する調
査」でも学習面又は行動面に著しく困難を示す児童
が6.5％いることが明らかになっている。しかし，
通常学級は，40人 1学級の体制であり，すべての
特別な教育的ニーズのある子どもに対応することの
難しさや通常学級の教員がそのような子どもたちと
の関わる経験が少ないこともあり，課題が多くある。
このような体制を整えていく上で支援に携わる人材
の不足が指摘されており，これらの状況を踏まえて
平成19年から学生支援員の活用がはじまっている。
学生支援員について，小方ら（2008）や野津ら
（2009）は，学生支援員がいることで授業がスムー
ズに進み，より細かい指導をおこなうことができた
など，主として学校にとってのメリットの視点での
研究が多くされている。他方，繪内（2003）は，
教職を目指す上で有益な体験であることを明らかに
しているが，具体的にどのようなことが良い経験に
なったのかについては明らかになっていない。また
小方ら（2008）は，学生に学生支援員の経験が将
来の自分に役立ったかという点について学生に尋ね
ているが，役立ったかどうかということだけを尋ね
ており，具体的にどのような経験が自分にとって役
立ったのかということは明らかにしていない。
そこで本研究では，富山県版学生支援員であるス
タディ・メイトジュニアの活動を通して，学生が具
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摘 要
今日，小中学校の通常学級においては，発達障害のある，あるいはその疑いのある児童生徒が在籍しており，それら
の児童生徒に対して適切な教育が求められている。人材不足等の問題から全国で学生支援員の活用が始まっている。し
かし先行研究では，これまでに学生の成果について具体的にどのようなことが良い経験になったのかについては検討さ
れておらず，学生の将来についてどのように影響したかは明らかになっていない。そこで本研究では，富山県版学生支
援員であるスタディ・メイトジュニアの活動を通して学生が具体的にどのようなことを経験し，将来にどのように影響
したのかについて検討することを目的し，質問紙調査をおこなった。本調査の結果から，スタディ・メイトジュニアの
経験は学生たちにとってさまざまな職種への興味や新しい支援の視点を生むきっかけとなったことが明らかになった。
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1）富山市立芝園小学校
体的にどのようなことを経験し，学生の将来にどの
ように影響したのかについて検討することを目的す
る。
Ⅱ．対象と方法
平成22年度から平成24年度に富山大学人間発達
科学部の教職に関する授業「学級担任論」において，
学生支援員としての対応を求められるスタディ・メ
イトジュニアのコースを選択し，活動にとりくんだ
2年生から4年生の計58名にアンケート調査をお
こなった。
富山県のスタディ・メイトジュニアとは，富山大
学の教員志望の学生を小学校へ派遣している富山県
版の学生支援員のことである。またこれらの活動は
主に一年生が受講し，規定時間・回数を決め，「学
級担任論」としての単位認定をおこなっている。
アンケートの実施時期は，2013年11月であり，
回答は各自に委ねた。また実施の際には，教育実習
やボランティア活動，授業等での経験を除外してア
ンケートに回答することに留意してもらった。
質問項目は，森下ら（2012），小方ら（2008），戸
ヶ崎ら（2008）の調査項目や研究・方法を参考に，
学級担任論の学びのアシスト並びにスタディ・メイ
トジュニアの実情を踏まえて筆者が独自に作成した。
またアンケートを作成するにあたり，アンケート項
目の回答のしやすさなどを検討するため，スタディ・
メイトジュニアでの活動経験のある1名と学びの
アシストでの活動経験のある1名，計2名に予備
調査し，文言の整理や尋ね方の修正などをおこなっ
た。
質問項目は，（1）スタディ・メイトジュニアを選
択した理由について（5件法），（2）スタディ・メイ
トジュニアとしての指導時間・内容について（選択
式），（3）スタディ・メイトジュニアとしておこなっ
た支援について（5件法，記述式），（4）スタディ・
メイトジュニアとしての活動が自分の将来にどのよ
うに影響したかについて（5件法，記述式），（5）派
遣期間中の大学のサポートについて（5件法，記述
式）となっている。なお，最初の基本情報として，
大学生の学年・性別，所属コース・サブコース，取
得予定免許・資格，入学時の志望職種，現時点での
志望職種，スタディ・メイトジュニアとして実際に
支援した教室・学級，について尋ねた。
Ⅲ．結果と考察
（1） 対象者について
アンケートの回収率は58名中45名，77.6％であっ
た。各学年の対象者と回答数については表１にしま
す通りである。スタディ・メイトジュニアを選択し
た学生の所属コースは，発達福祉コースが31名
（69％）と一番多い結果となった。
（2） スタディ・メイトジュニアの選択理由
学級担任論では，学びのアシストとスタディ・メ
イトジュニアの2つがあるが，なぜその中でスタ
ディ・メイトジュニアを選んだかについて尋ねた結
果を図1に示す。「とてもあてはまる」，「ややあて
はまる」を合わせて学生の回答が多かった項目は，
「特別支援・障害のある子どもに興味があるから」
（44人，98％），「実習経験を積むため」（41人，91
％），「子どもが好きだから」（39人，87％）であっ
た。また学生の回答で一番少なかった項目は，「単
位取得のため」（19人，45％）であり，この項目は
「まったくあてはまらない」と回答した学生が一番
多い（5人，11％）項目でもあった。このことから
大学に入学してまだまもなく実習経験が少ない 1
年生は，特別支援・障害のある子どもに関わったこ
とのない学生が多く，単位取得が第一ではなく，自
分自身の経験のために授業を選択し，スタディ・メ
イトジュニアの活動をおこなっているのではないか
と考えられる。
（3）スタディ・メイトジュニアの活動内容と
支援形態について
スタディ・メイトジュニアを選択した学生すべて
が週に一回活動をおこない，また一回の実動時間は，
4時間以上おこなっていた学生をまとめると95％を
超える結果となった。このことから学生の授業等の
関係で活動を週に一度しかおこなうことができない
中でより多くの子どもたちと関わる時間・機会を持
てるように長い時間を活動にあてようとする姿勢が
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表1 対象人数と有効回答数（人）
対象人数 有効回答数
平成22年度（4年） 24 18
平成23年度（3年） 10 8
平成24年度（2年） 23 19
計 57 45
みてとれる。
またスタディ・メイトジュニアの主な指導形態は，
「教室を巡回しながら対象の児童を中心に指導」（16
人，36％），「主に対象の児童（複数）を中心に指
導」（11人，25％）という形態が多い結果となり，
ほとんどの学生が対象児を1人に限定することな
く支援をおこなっていた（図2）。このことから通
常学級には個別に支援を必要としている児童が複数
在籍していることが考えられ，支援
についても，教員が時間をかけたく
てもなかなか時間を作れず，一人ひ
とりに合わせて指導をおこないたい
と思っている場面に学生が柔軟に支
援をおこなえていたこともうかがえ
よう。
（4）スタディ・メイトジュニアの経
験が学生のその後に及ぼす影響
スタディ・メイトジュニアの経験がその後のあな
たの将来にとってどのように影響したと思うか尋ね
た結果を図3に示す。「とてもあてはまる」，「やや
あてはまる」を合わせて回答が多かった項目は，
「児童との関わり方を学ぶことができた」（45人，
100％），「指導方法について学ぶことができた」（38
人，84％），「障害理解が深まった」（36人，80％）
というものであった。これらのことからスタディ・
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図1 スタディメイト・ジュニアの選択理由（n=45）
図2 主な指導形態（n=44）
図3 スタディメイト・ジュニアの経験が学生のその後に及ぼした影響（n=45）
レパー トリー
メイトジュニアでは，大学での机上の講義で教わる
だけでは感じ取れないことや実際に支援することで
理解できる部分も多くあると考えられる。また自由
記述でも「どのような現場に行っても，個々に合わ
せた支援の必要性が生まれてくるのだという認識に
変化した」などの意見が見られ，学生が一人ひとり
の個への配慮について考えられるようになり，学生
の児童への支援，向き合い方，特別支援教育の考え
方に対して変化をもたらしたと考えられる。また実
際に児童と関わる経験をすることによって，入学時
に志望していた職種とはちがった職種にも視野を広
げる機会となったと考えられる。反対に実際の現場
を経験することで，自分の考えていた現場との違い
や難しさを感じ，志望職種への不安を感じるように
なった学生もいることがわかった。このようにスタ
ディ・メイトジュニアの活動は，自分たちの将来に
ついて見極める良い機会となったと思われる。
これらは入学時と比較した現時点での志望職種の
変化でも裏打ちされており，特に福祉関係ならびに
未定と回答している学生が増えている（図4・5）。
これはスタディ・メイトジュニアを経験した以降に
福祉関係に興味を持ち，現時点での志望職種に影響
したとも考えられる。また未定と回答した学生は2
年生に多く，これはまだ授業や実習経験も少なく，
将来自分の就きたいと考えている志望職種について
あいまいであったことや一度の実習経験ではまだ志
望職種については決めかねていることのあらわれで
はないかと推察される。
Ⅳ．総合考察
スタディ・メイトジュニアを選択している学生の
特徴としては，①子どもに携わる仕事に就きたいと
思いながらも大学に入るまで，子どもたちと関わり
が少なかったと思われる学生たちが多く，②2年次，
3年次での実習を前に子どもたちの関わりを多く持
ち，経験を積むことができることや，実習を初めて
おこなうことへの不安を少しでも減らすことができ
ると考える傾向が示唆された。
またスタディ・メイトジュニアを選択した学生は，
その業務として主として個別に配慮を必要とする児
童，もしくは障害のある児童の支援をおこなってい
た。就学前教育（幼稚園教諭・保育士）や小学校教
諭のみを取得しようとする学生は，本来，自主的に
障害のある子どもと関わる機会を作らない限り，教
員養成カリキュラムにおいてそのような子どもたち
と関わり合いを持つことがない。本調査において，
スタディ・メイトジュニアの選択理由で「特別支援・
障害のある子どもに興味がある」，「特別支援・障害
のある子どもに関わったことがないから」と回答し
ている学生が半数を超えていた。このようなことか
ら特別支援教育・障害について，より多くの児童に
出会い，支援の方法や児童との向き合い方について
など，さまざまな視点から意欲的に学んでいるので
はないかと思われる。
また実際の現場を経験することによって，自分が
想像していた教員，また表面的にみて憧れていた教
員とは違ったかもしれないが，今の自分には何がで
きるのか考えることや，今後どんなことを学んでい
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図4 入学時の志望職種（ｎ=45） 図5 現時点での志望職種（ｎ=45）
く必要があるのかをじっくりと考えていけたのでは
ないかと思われる。スタディ・メイトジュニアとし
て活動をおこない，毎回の実習ごとにどのような支
援をおこなえば児童にとってよりよいのだろうかと
試行錯誤を繰り返し，実践を積み重ねてきている。
このような経験をしたことによって，学生たちの学
ぶ姿勢に変化をもたらし・学びたい・・知りたい・こ
とが明確になり，これからの活動の幅を広げる機会
となったりしたのではないかと考える。
Ⅴ．今後の課題
本研究では，スタディ・メイトジュニアの活動を
終えた2年生から4年生に質問紙調査をおこなっ
た。本研究の目的に照らせば本来スタディ・メイト
ジュニアの活動を終えた直後の学生（1年生）に調
査をおこなうべきである。しかし今回質問紙調査を
おこなったのは11月であり，1年生はまだ実習をお
こなっていた。今後はスタディ・メイトジュニアの
活動を終えた直後の1年生に調査をおこない，継
時的に変化をみて，スタディ・メイトジュニアの経
験が学生の将来への影響について検討していく必要
性がある。
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